
   

 

＜聖書の神が紡ぐ物語：「声なき者の友」たちと被造物ケア＞               
 

＜求道時代からの友夫妻とバン

クーバーへ旅立った事情＞  

 親しみを込めて呼びあう S 姉

との友情は、37年前、大学 1年

のとき通い始めた教会の求道者

会から始まった。当時「神様を

信じるって、どういうことかし

らね。」「イエス様って、こん

なことしたのかな。」などなど、

すでに信じている人には話すこ

とがためらわれ、まったく関心

がない人には「そんなこと考え

てるの～」と思われるのを避け

たい宙ぶらりんな状態を共有で

きる貴重な友だった。魂の渇き

を覚えた時期、共感しあえる同

年代の友に出会えたのは、世の

中では「偶然」。でもイエス様

を主と告白するとき「主の恵み」

だ。80 年代後半、教会でカンボ

ジア難民の方々の集まりが開か

れるようになった。彼女とは、

「声なき人々」を支える同じ思

い が 与 え ら

れ、一緒に手

伝いをした。

このつながり

は、お互いの

居住地が遠く

なっても続い

た。やがて仕

事一筋だった彼女が結婚し、彼

女の連れ合いが震災後の釜石に

転勤したとき、彼女は地域の

人々への支援で疲れ揺れていた

小さな教会を支えようとした。

「イエス様の体の一員として、

ここで私にできることは何だろ

う」と主体的に取り組む姿に、

大震災によって埋もれていた彼

女の賜物が揺り動かされたよう

に思えた。2012年夏、私は釜石

の彼女たちを訪問し、（下：大

槌町のひょうたん島の前で）夫

妻で支えていた教会の先生と食

事を共にした。その 5 週間後の

こと。原発事故後の支援で訪問

していた福島県いわき市の教会

で、釜石の先

生の顔を見つ

けた！椅子か

ら落ちそうな

ほどびっくり

した。このと

き、イエス様

が友夫妻を用

いられるご計画があり、私も何

かの形で参加するように導かれ

る微かな予感がした。 

 定年後は自然農法を通して、

地域の人々が教会に集う一助に

なる働きをしたいと願っていた

連れ合いが、今年初め、思いが

けずに準備を始めていた場所か

ら引き離される事態が起きた。

この出来事にとても落胆した夫

妻を励ますために、何ができる

のか主に祈り始めた。 

＜福島原発事故から始まったバ

ンクーバーのニューエデン・ミ

ニストリー＞ 

 今年 3 月、原発事故から 6 周

年を迎えた福島県を再び、訪問

した。今回、バンクーバー在住

の韓国人の親友スファンの働き

かけで、2 年前に初めて福島を

訪問したカナダ・バンクーバー

のチャーチ・オブ・オールネイ

ションズの志保子牧師夫妻と教

会員の中華系マレーシア人で幼

少時代にカナダに移住した（今

の世界は、国境を何度も越えて

移住する人がいっぱい！）ラニ

さんが一緒だった。バンクーバ

ーで教会開拓を始めたばかりの

志保子さんたちは福島原発事故

後、重い心で祈っていた。そこ

から、ニューエデン・ミニスト

リーという教会による畑の働き

をバンクーバーで立ち上げるこ
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とにした。毎月 2 回、共に土を

耕し、種を植え、畑の世話をし、

共に食事をし、共に祈り讃美を

する活動だ。志保子さんは 2 年

前の訪問中、こう語った。「福

島の放射能汚染地域に暮らして

いた人々、被造物、生態系すべ

てにとって想像を絶する破壊が

もたらされ、以前と同じように

暮らせるようになるには、幾世

代もかかることを想うと胸が締

めつけられる。」そして、福島

で田畑の表層土がはがされてい

たのを見て「あー、主よ、私た

ちはあなたの創造になんという

ことをしてしまったのでしょう

か。」と呻き声をあげたのだ。

放射能汚染で声を出せない人々、

被造物、生態系という「声なき

すべての被造物」の痛みと喘ぎ

に触れ、イエス様の体である教

会として、見過ごされていた大

地の友となることを決意した。

造られた大地に触れ、大地から

食物を育ててくださる神様をも

う一度、しっかり心に留めよう

と共に作業をするものだ。 

2 年ぶりの話を聞く。昨年は

シリア難民の方々も含めて25か

国もの人が入れ替わり、集まっ

たという。スライドも見せても

らった。子どもたちが楽しそう

に土や野菜に触れ、様々な国籍

の人々が畑作業に携わるスライ

ドを見ていたら、定年後の人生

のために準備していた畑地から

切り離されて辛い思いをしてい

る友の連れ合いを思い出した。 

外国には全く関心がない、と

聞いていたのに突拍子もない考

えが浮かんだ。「S 姉夫妻とニ

ューエデン・ミニストリーを訪

問しよう」と。実現不能なアイ

ディアに思える。でも、神様が

道を開いてくださるかもしれな

い。祈り始めた。福島原発事故

で深く傷ついた人々と大地の

ための呻きの祈りを聞きあげ、

人々が土に触れて造られた主

を見上げるニューエデン・ミ

ニストリーを誕生に導いてく

ださった主は、友夫妻にも

「失望のままで終わらない」

と、語っておられるように思

えた。 

＜もう一つの訪問先＞ 

 「長年の親友夫妻とのバンク

ーバー訪問の可能性を祈り、検

討している」とバンクーバーで

暮らす親友スファンに連絡した。 

彼女は福島原発事故直後の

2011年 4月、祈って東日本にい

る私たちのところに来ると決め

た。福島訪問に同行し、共に福

島の人々に寄り添って祈り、海

外の人々に真実の福島の人々の

姿を伝えようとしたのだ。「あ

れほどガランとした成田の入国

審査場を見たのは初めて。」外

国人が東日本から一斉に退避し

ていた時期、主に呼ばれて「声

なき者の友」になると決断した

スファンだ。最初の 2 年、彼女

は 1 年に 3 回ほど来日して、福

島を共に訪問してくれた。その

後も毎年、共に福島を訪問し続

けている。 

 彼女は 2015 年、聖書の理念

から世界で被造物ケアを推進す

る「アロシャ（A Rocha）」と

いう団体の「国際チーム」の一

員として貢献するように要請さ

れた。年 2 回ほど世界各地での

会合で近況を報告し、祈りのと

きを持つのだ。「アロシャ」は、

ポルトガルのある地域の環境回

復に携わった英国人宣教師によ

って 1983 年に始まった。聖書

が語る包括的な宣教による回復

の対象には、地球環境が含まれ

ることを明確にし、地球温暖化

や環境破壊が地球規模で憂慮さ

れるとき、回復に向けた実践を

世界中の地域で推進している。

40 年以上前、人の救いは魂だけ

でなく、人のあらゆる側面の統

合的な回復だと聖書の包括理解

を明言したローザンヌ運動に触

発されてきた私には、現代のロ

ーザンヌ運動の核の一つである

神の被造物である地球上のすべ

ての造られたものの回復という

「被造物ケア」の中心的働きを

担う「アロシャ」と福島の「声

なき者の友」となった親友スフ

ァンをつないだ神様の導きの物

語を見せていただいたように思

えた。「声なき者」には、世界

の数えきれない弱い立場の人々

と共に、人間が守る責任を与え

られていたすべての生物、そし

ていのちを支える生態系を回復

する地球環境が含まれるという

21 世紀の視点に、目が開かれ始

めたのだ。 



 

神様から人に

託された重要な

働きの「被造物

ケア」に関わる

キリスト者が中

南米、 ア フ リ

カ、アジアと世

界のいたるとこ

ろで立ち上がっ

ている。「アロ

シャ」の「国際

チーム」の一員

になったスファ

ンから、一つの提案が返ってき

た。「農業での共同体に関心が

あってニューエデンを訪問しに

バンクーバーに来るなら、ぜひ、

すぐ近くの地球を支える農法

（自然・無農薬）と環境保護や

教育を推進するアロシャ・カナ

ダの環境センターに宿泊して雰

囲気を味わって見学もしたら？」

と。「広大なカナダで、車で 10

分で行ける距離にあるなんて、

神様のお膳立てに違いない！」 

こうして、神様によって様々

な時期に出会った「声なき者の

友」たちがつなげられて、祈り

が積み上げられた。S 姉の連れ

合いの思いと休暇すべてが神様

のみ手で整えられ、私たちは神

様への期待に胸を膨らませ、9

月半ばバンクーバーに出発した。 

＜ニューエデン：多国籍のイエ

スの体が大地に触れる＞ 

私も S 姉も生まれてからずっ

と団地や郊外の住宅地で暮らし、

田んぼや畑に日々明け暮れる農

家さんの暮らしの感覚がまった

くない。私は小学生時代、田ん

ぼでザリガニやオタマジャクシ

採りを経験し、

田畑の色づき

の変化に気づ

いたけれど、

日々、作物の

変化に触れる

経験をしたこ

とはなかった。

それに対して、

S姉の連れ合い

は農家に生ま

れ、田んぼや

畑を手伝うこ

とが日課だった。九州・天草の

春夏秋冬の農家の生活が、体に

染みついている。 

9 月中旬には霜が降りたバン

クーバーの畑で、私は何をどう

したらよいか見当もつかず、ボ

ーっとした。一方、お連れ合い

は「水を得た魚」状態。通訳の

私は、野菜の状況の必要を目に

して、あちらこちらに飛び回り

始めた彼のペースについていけ

ない。畑作業の責任者のケンさ

んが、農業セミプロの彼の質問

に答えてくれた。 

 今年最後のニューエデンの畑

では最初、数人の参加者だった

のが、気づ

けばそれほ

ど広くない

畑に、様々

な国籍の人

や家族連れ

が賑わって

いた。自然

農法を学び

続けている彼のある質問へのケ

ンさんの答えが印象的だった。

「参加者には最初から正しいや

り方を強制しません。ある程度

の方向性を教えたら、彼らが実

践して成果を自分で感じ取るん

です。うまく育たなければ翌年、

自分で考え、人にも聞いて良い

やり方を自分で探すので。」人

間の知恵と努力は必要だけれど

も、それ以外の環境要因（神様

が統治しておられる！）にも大

きく依存する土づくりと野菜づ

くりの畑作業を通して、野菜の

成長と一緒に学んでいく。人が

学ぶという本質である主体性や

各自のペースを土に触れる実践

で気づく場だった。それを多様

な国籍の人々と分かち合うのだ。

一糸乱れぬ整然さの工場で追及

する効率的生産での「経済的豊

かさ」とは違う、人と作物にそ

れぞれのペースがあり、できる

実も多様だという「神の国」の

「豊かさ」を知り、互いを尊重

しあう共同体。なぜ、神様は人

を造って初めに「土を耕し、守

る」者として置かれたか少し、

分った気がした。だから、主は、

放射能汚染で大地を汚した人類

全体の罪深さを呻く祈りに応え、

ニューエデンの活動を示された

のだろう。 

人が心の

奥底で呻き

求める本来

の人間性は、

ペースも関

心も多様な

人々が、各

自 の あ り

方・賜物を尊重する共同体を営

む中で、回復されていくものだ

と。壁が作られ、バラバラにな

「声なき者」には、世界

の数えきれない弱い立場

の人々と共に、人間が守

る責任を与えられていた

すべての生物、そしてい

のちを支える生態系を回

復する地球環境が含まれ

るという 21 世紀の視点

に目が開かれる。  



 

っていく 21世紀に、造られたこ

の人間性を回復する私たちの一

歩を、神は心待ちにされている

ことを思いめぐらされている。 

＜「被造物ケア」：21世紀の世

界の若者の回復の鍵＞ 

 バンクーバーの「アロシャ・

環境センター」で運営に携わる

のは、「被造物ケア」に心を動

かされた 30代以下の若い人たち

だ。地球環境を支える自然農法

を推進し、そこから始まる環境

保全と教育、また地球を支える

農法を支援する地域の人々によ

る先行投資の購入と貧困家族へ

の野菜の分かち合いを推進して

いた。ここでは 3 か月のインタ

ーン実習があり、世界中から若

者が集まっていた。聖書から

「被造物ケア」を学び、実践す

るという研修内容だ。ゲストハ

ウスに宿泊し、ここで作られた

自然農法の野菜を昼も夜も食べ

て、その味に感動した・・のは、

私で、友夫妻は「この味は本物

だね」という感想だった。食料

品はみなオーガニック。ここま

で自然農法だと地球にいいし、

健康にもいいし、味も最高。で

も高い！手間暇かかる自然農法

は、消費至上社会への挑戦だ。

機械化・大量生産で作った安い

商品を消費する仕組みの社会。

土と太陽という完全には取り換

え不能な恵みを土台にする農業

では、人間はすべてをコントロ

ールできない。健康と環境を考

えながら、人の作業の大変さや

生計が成り立つことを勘案し、

種まきや収穫の喜び、共同体で

仕事を分かち合う人間本来の姿

を回復する。与えられた創造力

で作業が楽になる機械を発明で

きた私たちは、効率を追求する

だけでなく、神様が造ってくだ

さった人間の姿、そして共同体

としての歩みの本質を失わない

ための着地点を模索する時代を

生きているのだ。 

 5 年前に訪れたバングラデシ

ュの農村の激変を思い出す。20

年前は牛での農耕だったが、ト

ラクターで耕し、養鶏場や魚の

養殖場が激増した。農薬散布、

鶏や魚が病気にならないように

抗生物質の大量投与で、味はす

っかりまずくなり、体に悪いと

言う。利益を得ることが最優先

になった農業、水産業が途上国

で蔓延している。地球環境を大

切にし、作物の手入れや収穫を

心から喜び、必要を満たす収入

を確保するバランスの取れた生

き方は、先進国と言われた国々

で後回しにされ、途上国に伝え

ることはできなかった。主イエ

スが伝えた「神の国」の実践か

らみれば、これこそ伝えるべき

ものだったのに。先進国も発展

途上に過ぎない。 

「アロシャ」にたどりついた

アジアの金融先端地域出身の若

者の言葉が耳に響いた。「ここ

に来て初めて、聖書の神様が環

境を大切にされ、人間にその働

きを担ってほしいというメッセ

ージを聞けた。ここで活動を始

めて、私は神に造られた自分を

取り戻し始めている」と。 

 

イエス様に出会う前から一緒

に歩み始めた「声なき者の友」

の S 姉夫妻から始まり、福島の

原発事故でつながった「声なき

者の友」たち。彼らに起こされ

た思いは、効率と経済指標だけ

を優先した 20世紀の生き方で見

失われていた「被造物ケア」に

つながっていた。イエス様が十

字架と復活で人々と地球全体が

回復される「神の国」を成就さ

れ、その完全な表れまでの歴史

を紡いでおられる 21世紀という

時代の物語に、S 姉夫妻に起こ

された思いと失望する出来事を

通して、私も参加させていただ

いているのだ。 

 

お祈りご支援くださる「声な

き者の友」の皆さまも、神様が

紡ぐ大切な物語にそれぞれの場

で、参加されていることを思い

ます。皆さまの貴いお働きの上

に、主の恵みが豊かであります

ように心からお祈りいたします。

心からの感謝を込めつつ。 

 

2017年 11月 17日 

     柳沢 美登里 
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